
学校便り 令和２年１１月１３日
NO １４

須坂市立高甫小学校
文責 黒岩

GIGAスクール構想

「GIGAスクール構想」は、子どもたちの未来を見据え、児童生徒向けの1人1台学習用端末と、高速
大容量の通信ネットワークを全国一律で一体的に整備する構想です。 2019年12月13日に閣議決定さ
れた2019年度補正予算案で、GIGAスクール構想の実現に向けて2318億円が計上されました。この計画
は、当初、令和5年度達成を目指していましたが、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言発令にと
もない前倒しになりました。そこで、今回はGIGAスクール構想についてご説明したいと思います。

文科大臣が次のようにメッセージを出しています。

須坂市では、12月中に一人一台の端末器を用意し、今年度中に使用
できるように設定し、４月より授業において使用開始となります。夏
休みには家に持ち帰って家庭学習のアイテムとして活用することにな
ります。 小学校への導入機種は、「iPad第7世代」です。

一人一台の端末器により、これからの学校教育はどう変わるのか。
多様な子どもたちを「誰一人取り残すことのない、公正に個別最適

化された学び」の実現に期待が寄せられています。 小学校導入機種

具体的には、
(1)学びにおける時間・距離などの制約を取り払う
・データに基づいた最適な教材・指導案の検索
・遠隔技術を活用した大学や海外との連携授業
・欠席した日の授業の動画の配信

(2)個別に最適で効果的な学びや支援
・個々の子どもの状況を客観的・継続的に把握
・一人一人の意見を即時共有した効果的な共同学習
・知識・技能の定着を助ける個別最適化ドリル

(3)学びの知見の共有や生成
・個々の学習履歴、行動等の様々なビックデータ分析による「経験値」の可視化
・個々の子どもに応じたよりきめ細かな指導

市内小中学校では、本格実施に向けてICT活用委員会において準備を進めています。今後、各校に
おいて研修会を行う予定です。

【学校教育目標】 明日の日本をになう子ども たくましく かしこく ほがらかな 高甫っ子

Society 5.0 時代に生きる子供たちにとって、PC 端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムです。今や、

仕事でも家庭でも、社会のあらゆる場所で ICT の活用が日常のものとなっています。社会を生き抜く力を

育み、子供たちの可能性を広げる場所である学校が、時代に取り残され、世界からも遅れたままではいられ

ません。１人１台端末環境は、もはや令和の時代における学校の「スタンダード」であり、特別なことではあり

ません。これまでの我が国の 150 年に及ぶ教育実践の蓄積の上に、最先端の ICT 教育を取り入れ、これ

までの実践と ICT とのベストミックスを図っていくことにより、これからの学校教育は劇的に変わります。

この新たな教育の技術革新は、多様な子供たちを誰一人取り残すことのない公正に個別最適化された学

びや創造性を育む学びにも寄与するものであり、特別な支援が必要な子供たちの可能性も大きく広げるも

のです。忘れてはならないことは、ICT 環境の整備は手段であり目的ではないということです。子供たちが

変化を前向きに受け止め、豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手として、予測不可能な未来社会

を自立的に生き、社会の形成に参画するための資質・能力を一層確実に育成していくことが必要です。その

際、子供たちが ICT を適切・安全に使いこなすことができるようネットリテラシーなどの情報活用能力を育成

していくことも重要です。



令和３年度 高甫交通安全標語が決まりました！
１１月１０日に高甫ふれあい標語委員会を開催し、令和３年度高甫交通安全標語の選定を行いました。子ど

もたちはもとより、保護者や地域の方からもたくさん応募いただき、今更ながらに交通安全への意識の高さを
伺うことができました。
受賞者は以下の通りです。(敬称略)

なお、例年行っている表彰式ですが、今回は、新型コロナウイルス感染防止のために開催を中止とします。
受賞された皆様には大変申し訳ありませんが、後日、学校より表彰状を届けさせていただきます。よろしくお願
いします。
標語は、この後、ポスターにして高甫地域全戸に配布します。ご活用ください。

★大賞
いそぐなら ５分早めに 家を出る (２年 湯本 愛絆）
あわてるな 今のあなたが 赤信号 （村石町 竹花賀津男）
★入賞
青信号 いそがず あせらず 右左 （４年 松澤 深愛）
よそ見した その瞬間が 事故をよぶ （６年 原山 未羽）
暗い道 ライトをつけよう 自転車も （６年 内田 柑那）
ゆずりあう やさしさ見つめる 子供の目 （下八町 豊田 耕一）
飲酒して 酔いが覚めても 抜けてない （望岳台 横田 貴司）
運転中 よそ見をせずに 全集中 （望岳台 土屋 仁）

クラブのまとめ

今年度のクラブは、新型コロナ感染症対策を
講じて二学期に３回行いました。
１１月１０日が、最後のクラブがありました。回

数が少ない中、子どもたちの集中力は高く、真
剣な取組みでした。講師の先生方並びに地域
づくり推進委員の皆様には、コロナ対策を色々と
配慮していただきました。感謝申し上げます。今
年度の取り組みを来年度に活かしていきたいと
思います。

新型コロナウイルス感染症に対する対応について（通知）

ここ数日の間に全国的に新型コロナウイルス感染者が増えてきている状況ですが、市内でも新たな
感染者やその濃厚接触者が出ています。そこで、須坂市教育委員会より以下の通り通知が届きまし
た。各家庭でもご留意いただきますようお願い申し上げます。

①もしご家族が感染者または濃厚接触者となられた場合は、お子様は登校させずに、学校に相談を
してください。

②毎日家族全員の健康観察を行っていただき、お子様または家族の方に風邪の症状がある場合は、
登校を控えてください。

③冬場に入り、水道水も窓の外の空気も冷たくなってきましたが、「手洗い」と「換気」が感染予防の基
本ですので、引き続き徹底をお願いいたします。

④誰もが感染する可能性がありますので、不当な差別的対応や誹謗中傷は、絶対に止めてください。
⑤憶測やあいまいな情報はもちろん、個人を特定するような情報をＳＮＳ等で拡散しないように、家庭
の中でも話し合って欲しいと思います。

４年食育の授業
１１月９日に４年生は、食育の授業を行いました。
講師は、学校給食センターの小林晴江先生です。

テーマは「Ａくんを元気にさせるための朝ごはんを考え
よう」です。班ごとにベストメニューを考えました。
授業を通して、朝ごはんをきちんと取ることで、一日

が気持ちよくスタートできることが分かりました。時間が
ない中でもきちんと栄養を取ることが大事で、具だくさ
んの味噌汁がいいそうです。


